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「否定 の扱 い方
」
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0,1ま じめ に
「否 定 」 とい う構 文 論 的 ・意 昧 論 的概 念 は
,外 国 語 教 育 の な か で かな ら
ず 取 り扱 わ れ,学 習 され な けれ ぱ な らな い 項 目で あ る。 しか し,日 本 語 教
育 の現 場 で は,し ば しば,正 しい 「否 定 文 」 が 生 成 で きな い 学 習者 を見 う
け る.こ の原 因 のひ とつ は,学 習者 の母 国 語 あ るい は 既 習 の外 国語 か らの
干 渉 で ある 。 た とえ ば,``lcanhaldlybelieveit."の つ も りで 「ぜ んぜ
ん信 じ られ ま す 。」 とい っ た り,「_,し か 、_し ない 」 と い うべ き と こ ろ
を 「_だ け,.,す る」 と表 現 す る よ うな 例 で あ る。 しか し,ま た 一 方 の
原 因 は,「 否 定 」 とい う現 象 自体 が 構 文 論 的 に も 意 味 論 的 に も複 雑 な性格
を持 っ もの で あ る た め,教 材 を 準 備 す る が わ で そ の 複 雑 さを 把 握 し きれ
ず,学 習者 が確 実 に 「否 定 の用法 」 を習得 で きる よ うな教 育体 系 が と との
って い な い こ と に も あ るの で はな い か と、思わ れ る。
本 稿 は,拙 稿1982b1}を もとに,目 本 語 の 体 系 の な か にお け る 「否 定 」
の構 文論 的 な性 格 や意 味論 上 り機 能 を略 述 す る と と もに,目 本 譜 教 育 の な
か で 「否 定 」 を どの よ うに叛 え ば よ い の か を考 え てみ た も の で あ る。
1・r否 定 」 の 分 布
1-1r否 定 」 の位 置 と意 味




しか し,す べ て のr否 定 」 の 文 成 分 が 同 じ位 置 に 分 布 で き る とはか ぎ ら
ず,同 じ位 置 に分 布 した 「否 定 」 の文 成 分 が 同 じ意 味 の 「否 定 」 を表 す と
も かぎ らな い ので あ る。 た とえ ぱ,
(1)来 ナ イ。
(2)来 ソウ ニ ナイ 。
(3)来 ル マイ 。
に おい て,「 否 定 」 の文 成 分 で あるナ イ とマイ はそ ろ って 文 宋 に位 置 して
い る。 と ころ が,(1)一(3)の 文 を連 体修 飾 句 に位 置 させ る と,そ れ ぞ れ
(4)来 ナイ 人
(5)来 ソ ウニ ナ イ人
(6〉 ヨ 来 ル マ イ人
とな り,(4)・(5)は 問題 な い 渉,(6)は か な り不 自然 な句 と な る。
また,
(7〉 サ ッパ リ分 カ ッテ ナ イ。
(8)ケ ッシ テ分 カ ッテ ナ イ。
で は,ど ち ら も文 頭 と文 末 に 「否 定 」 の成 分 が置 か れ て 呼応 し あ って い る
が,同 じ位 置 関係 の
.(9)*サ ッパ リ分 カ ッ タ ワケ デ ハ ナ イ。
(10)ヶ ッシ テ 分 カ ッ タ ワケ デハ ナ イ 。
を見 て み る と,(10)は 問 題 な いに もか か わ らず(9)は 成 立 しな い 文 にな っ
て しま う。
この よ うに,r否 定 」 は構 文 論 的 に も 意 味 論 的 に も同 一 で な い 各種 の 文
成 分 に負 われ て 文 の なか に登 揚 す る の で あ る。 した が って ・ 「否 定 」 に っ
い て考 え る ぱ あい に は,「 否 定」 の意 味 を 持 つ 成 分 を構 文 論 と 意 沫 論 の 両
面 か ら分 類 して み る必 要 が あ るで あ ろ う。
1-2.「 否 定 」 を含 む 述 語 句 の分類
前節 で述 べ た主 旨 に し たが って,r否 定 」 の分 類 を試 み て み よ う・ 日本
語 のr否 定 」 は ほ とん どr述 語 旬 の否 定 形 」 の形 で現 れ,.文 頭 ・文 中 に位
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置ずる 「否定副詞」 もこの 「述語句の否定」 と呼応するから,目「否定」の
分類も各種の述語句に接続 させた形で行 うのが便利である。いま・目本語
教育でよく 「文型」として取 りあげられるいくっ かの述語句の否定形を構








(動詞 類 防 ～ナ イ!～ テ イ ナ イ
～ テハ イ ナイ/解 テ ハ ミナ イ な ど
～ ソ ウデハ ナイ ・～ ソ ウ ニナ イ
ーハ ズガ ナ イ1～ ワ ケ ガナ イ
～ ワ ケデ ハ ナ イ/～ ノデ ハ ナ イ
解マ イ/目～ ナ1
これ らの グル ー プは,構 文 論 的 に はつ ぎ の よ うな 特徴 を もつ
(i)ナ イ とタ の接 続 に関 して
① と ② の グル ー プ は ナ イ もタ も前 接 しな い。つ ま り,.*シ タナ イ 渉 シ
タ テ イ ナ イ ・孝シタ テハ ミナ イ ・*シ ナ クテ ハ ミ ナイ な どす べ て成 立 し な い
とい う こ とで ある。 シナ イ デハ イ ナ イ ・シ ナ イ デハ ミナ イ は 成 立 す る が ・
そ れ ぞれ シテ ハ イ ナ イ ・シ テハ ミ ナイ の否 定 で は な く別 の叙 述 内 容 を もつ
も ので あ る。
③ の グル ー プは,ナ イ が前 接 す るが,タ が前 接 しな い 。 シナ ソ ウ デハ
ナ イ ・シナ ソ ウ ニナ イ とは言 えて も,*シ タ ソ ウデハ ナ イ とは 言 えな い。
④ と ⑤ の グル ー プ は,ナ イ もタ も前 接 す る。 ナ カ ッ タで も よ い。 シ
タ ハ ズ ガナ イ ・シナ イ ワケ ガナ イ ・シ ナ カ ッタノ デハ ナイ な どすべ て 可 能
で あ る。
⑥ の グル ー プ は,ナ イ もタ も前接 しな い。*シ タ マイ は シ タダ ロ ウに し
な けれ ば な らな い し・*シ ナ イ ナ1は ・ セ ヨ!の 意 味 に はな らな い。
2)述 語句の分類 に関 しては,拙 稿1982参 照
3)動 詞,形 容訊 名詞(形 容動詞語幹 を含む)+ダ の形式,(サ)セ ル ・(ラ)レ ル,・
ガル(悲 シガル)・デス ・マスな どを指す。
一33一
① か ら ⑤ まで の グル ー プは,タ が 後接 して完 了形 を作 れ るが,⑥ の
グル ー プ はそ れ が で きな い。
以 上 の特 徴 をま とめ る と,っ ぎ の よ うに な る。
f
① ・② → ナ イ ・タ前 接 せ ず
③ → ナ イ前 接,タ 前接 せ ず
/
④ ・⑥ → ナ イ ・タ前 接




⑥ → 後接 せ ず
(h)連 体 修 飾 の可 否 に関 して
① か ら ④ まで の グル ー プは,修 飾 句 に な っ て 体 言 を 修 飾 す る こ とが
で きる が,⑥ の グ ル ー プ は連 体修 飾 が で きな い 。
⑤ の グル ー プは,連 体 修 飾 がで き な い とは い えな い が,① ～④ の グル
ー プ と修 飾 句 の解 釈 の しか た が 同 一 で な い 。 た とえ ば,
ω 中川 サ ンハ.仕事 ヲ シ テイ ナイ 。(グ ル ー プ ① 〉
回 中川 サ ンハ 仕 事 ヲス ルハ ズ ガ ナ イ。(グ ル ー プ ④)
的 中川 サ ンハ 仕 事 ヲス ル ワ ケ デハ ナイ 。(グ ル ー プ ⑤)





姻 仕 事 ヲ スル ハ ズ ガ ナイ 中川 サ ン
鮒 ノ 中川 サ ンガ仕 事 ヲ スル ハ ズ ノナ イ コ ト
{
@仕 事 ヲ スル ワ ケデハ ナ イ 中川 サ ン
@■ 中川 テ ン ガ仕事 ヲ ス ル ワ ケ デハ ナ イ コ ト
ω と⑭ ・ω!,回 と㈲ ・㈲1,@とINは,「 中川 サ ン」 とい う人 が 〈仕 事 ヲ
シ ナ イ>と い う解 釈 に しか な らな い の に対 し,@'は 〈中川 サ ンガ仕 事 ヲ
シナ イ 〉 とい う解 釈 と 〈中川 サ ン以 外 ノ ダ レカ ガ仕 事 ヲ スル 〉 とい うの
解 釈 両 方 が 可能 で あ る。⑤ グル ー プ の こ の特徴 は,構 文 論 上 の もの とい う
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よ り,意 味 論 上 の もの で あ ろ うが,同 じ連 体 修 飾 構 造 を 持 ち な が ら ① 厚
④ グル ー プ と異 な る 点 と して考 え.てお く必要 が あ ろ う.
(iii)構 文 論 上 の レベ ル に関 して
グル ー プ ① か ら ⑥ へ と構 文 論 上 の レベ ル 些)が大 き くな る。 構 文 論 上
の レベ ル が大 き い とい うの は,レ ベ ル の 小 さい述 語 句 をそ の構 成 成 分 の ひ
とつ と して取 りいれ る こ とがで き る とい うこ とで あ り,ま た,レ ベ ル の小
さい述 語 句 の構 成 成 分 には な らな い とい うこ とで あ る。 た と え ば,シ ソ ウ
ニナ イ ワ ケデハ ナ イ と い う文 は,⑤ グ ルー プが ③ グ ル ー プ を構 成 成 分
のひ とっ に して い るか ら,可 能 な文 構 造 で あ る が,そ の反 対 の構 造 に な っ
てい る*シ ナ イ ワケ デ ハ ナ サ ソ ウニ ナ イ は 成 立 しない 。 同様 に シ ナイ ワ ケ
デハ⑤ア ル ぐ イ ⑥とい う文 成分 列 は成 立 す るが,*ス ル マ イ ㊧ワ ケ デハ ナ イ⑤
は成 立 しない 。
っ ぎ に,① ～⑥ グル ー プの 意 味 論 的 特 徴 を見 て み よ う。
(i)肯 定形 の意 味 に関 して
① お よび ② の 述 語 句 の肯 定 形(す な わ ち(ス 〉ル,一 テイ ル,～ テ ミル
な ど)は,現 実 世 界 の客体 化 表 現 で あ り,命 題 を表 す表 現 で あ る。 一 方 ・④
か ら ⑥ まで の句 の肯 定形(た と え ば ⑤ な ら ～ ワケ ダ ・～ ノ ダ.⑥ な ら
そ れ ぞれ,配 ダ ・ ウ ・～(セ)ヨ!ま た は(シ 〉・!〉 は,客 体 化 され た 命題
に 関 す る表 現者(話 し手 ・書 き手 な ど)の 主体 的 な対 応 を表 ず 陳 述 表 現 で あ
る。 ③ の肯 定 形(～(シ)ソ ウダ)は,表 現 主 体 が 自分 の 目に した現 実世 界
の状 況 か らあ る こ とが らの生 じ る こ とを予 測 す る表 現 で,現 実 世 界 の描 写
で あ る 点 で は命 題 表 現 の性 格 を持 つ 一 方,そ こか ら特 定 の予 測 を引 き だ す
点 で は陳 述 表 現 の性格 も あわせ 持 つ とい う二 面 性 を有 し・① お よび2と
④ 一⑥ 両 グル ー プ の肯 定 形 の 中問 的性 格 を持 つ もの で あ る。
目(ii)否 定 す る もの の 内容 に つ い て
④ ・②.グ ル ー プ にお け る 「否 定 」 は,命 題 に対 す る否 定 で あ り,そ れ
4)「 構 文論上の レベル」については拙稿 工982a参 照
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自体 命題 の一 部 を構 成 す る.と考 え られ る。 一 方,③ か ら ⑥ ま で の 「否
定 コ は,否 定 され う内容 がす こ しず っ異 な るも の の,す べ て 陳 述 的 性格 を
持 つ 否定 で あ る。
牢ず,③ の ～ ノ ウデハ ナ イ.・ソ ウニ ナ ィ は,前 接 部(～ の部 分)で 表 さ
れ る命題 の内容 孝予 測 させ る よ うな徴 候 が,現 実 世 界 準存 在 しな い.とい う
否 定 で あ る。 た とえ ば,南 う食 べ 物1こつ い て,.オ ィ シ ソ ウデ ィ・ナ ィ とい ラ
表 現 鵜 そ の もの の味 が よい ≧言 い うる証 拠 が な い こ とを,色 や に お いや
原 料 が うけい れ が孝 い も ので あ う とい う現 実 の 中 か ら・ 表 現者 が判 断 した
もの で あ る。
④ の ～ハ ズ ガ ナイ ・～ ワ.ケガナ イ は,.客 観 的 な 条件 か ら して,〈XハY
デ ア ル 〉 とい う主 張 が真 で あ る可 能性 が な い こ とを表 すgた とえ ぱ・ あ る
人 物 力監来 ル ハ ズ(ワ ケ)ガ ナ イ とい うの は,表 現 者 が 話題 の人 物 につ い て持
っ て い る情 報(旅 行 中 デ アル ・入 院 中デ ア ル な ど)か ら判断 して,そ の人 が
来 る こ との可 能性 を否 定 した 陳述 表 現 で あ る。
⑤ の ～ ワケ デハ ナ イ は,〈Xス ナ ワ チY>と い う推 論 自体 の しか た の
否 定 であ り,他 の論 の組 み立 て方 を示 唆 す る も ので ある。 た とえ ば,旅 行
目ハ好 キナ ワ ケデ ハ ナ イ とい う表現 は,く 旅 行 ヲ ヨ ク スル ノハ ス ナ ワ チ好 キ
ダ カ ラデ アル 〉 とい う推 論 そ の もの を否 定 し,旅 行 す る理 由 が値 に あ る こ
と を示 唆 す る もの で あ る。 ま た,～ ノ デ ハ ナ イ は,〈XハYダ>と い うX
とYの 結 び っ け方,そ の よ うに結 び つ け る 考 え 方 自体 の否 定 で あ る。 た と
えば,ソ ノ 件ハ ワ タ シ ガ彼 ニ ン ヤベ ッ タノ デ ハ ナ イ とい う文 は,〈 彼 ガ例
ノ件 ヲシ ッテ イ ル>と い う事 実 を 「ワ タ シ」 が責 め を負 うべ き と こ ろ と考
え・ 〈ソノ件 ノ発 覚 ハ 「ワ タシ 」(ノ責 任 〉>と,ふ たつ の事 項 を結 び つ け る
発 想 自体 の否 定 で あ る。
以 上 ・ ③ か ら ⑤ まで は・ 判 断 の 可 能 性 の有 無 や 論 の展 開 ゆ有効 性 に
関 す る否 定 で あ 弘 単 に事 物 の存在 ・生 起 ・状 態 の否 定 で はな い 点 で,①
お よび ② の否 定 表 現 と意 味 論 的 に性 格 を異 に して い る。
⑥ の ～ マイ と～ ナ1は,形 式 と して は 否 定 と末 分化 だ が,そ れ ぞれ,
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前接する一の部分の命題に関する否定を対象にした推量 ・意志の表現 と命
令 の表現であり,〈 ヴデナイ ト思ワレル ・～デナイヨウニスルツモリデア
ル>,〈 ～シナイヨウキ命令スル>と い う表現内容を持つもので あって,
維量 ・意志 あるいは命令そのもの の否定ではない。推量 ・意志そして命令
のように表現時のその瞬間に主体的になされる陳述 をそれ自体否定 して.し
まうことは,,表現そのものの存在を消滅 させてしま うため不可能だか らで
ある。 マイとナに共還な この事情を図式にして表せば・ 次のようになろ
う=({否 定}{推 量 ・意志,1命 令})
このように,一 口に 「否定」 といって も,否 定の要素をふ くむ述語句の
違いにより,そ の構文論的 ・意味論的な性格にかなりの相違のあることが
わかる。なお,④ 哩⑥ の述語句の構文論的な性格 と意味論的な性格 は,相




を表す高いレペルの文成分列の構成要素 とな り,一 定の命題的内容 とそれ
に対する陳述を付加されて表出されるとい う構造 を示す ものなのである。
2.「 否 定 」 と の呼 応
2-1副 詞 類 との 呼応
日本 語 の 「否 定 」 は,サ ッパ リ ・少 シ モ ・ケ ッシ テ ・カ ラ キ シ の よ うな
副詞 に よ って も 表 せ る。 た だ し,こ れ ら は 英 語 のse査dom,scarecely,
1ittleな どの副 詞 の よ うにそれ だ けで完 全 に否 定 を表 す こ とは で き ず,述
譜 句 の 「否 定 」 と呼 応 す る だけ で あ る。 しか し,こ れ らの否 定性 ρ副 詞 と
述 語 句 との 呼 応 は 一様 で は な い。 こ の こ とは,す で に1-1の 例 文(9)と
(10)の 比 較 に よ って示 唆 され て い る。 この節 で は,否 定 性 の 副詞 を前 節 で
紹 介 した ① ～⑥ の述 語 句 との 呼 応 関係 か ら見 る こ どにす る。
5)「 文成分問の陛層的構造 関係」 につ いては拙稿1982a参 照
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副 詞 と述 語 句 ① ～⑥ との呼 応 を次 の2点 か ら検 討 して み よ う。
1)そ の 副詞 の作 用 が 述 語 句 の否 定 を包 含 す る か ど うか(否 定 へ の作 用 〉
2)否 定 の作 用 に よ って解 釈 に変 更 が生 じる か ど うか(否 定 か らの作 用)
こ こで,「 副 詞 の作 用 が述 語 句 の否 定 を包 含 す る」 とい うの は,1-1の 例 文
(7)サ ッパ リ分 カ ッテ イ ナ イ の よ うに,副 詞 が,分 カ ッテ イル+否 定(ナ イ)
の意 味 連 合 を包 含 す る形 で 「否 定」 と呼 応 して い る こ とで ある。 この ば あ
い,r否 定 」 は副 詞 の意 味解 釈 に変 更 を与 えな い。 一 方,1-1の 例 文(9)寧 サ
ッパ リ分 カ ッタ ワケ デ ハ ナ イ は,成 立 しない 文 で あ る。 した が って,サ ッ
パ リ は同 じナ イ の否 定 で も ① の ～ テイ ナイ の否 定 とは 呼応 す る が,⑤ の
酎 ワ ケデ ノ・ナ イ の否 定 とは呼 応 せ ず ,こ れ を包 含 で きな い 。2)の 点 は,例
文(9)の ま まで は検 討 で きな い ので,例 文(9!)に 変 えて 考 えて み よ う.
(9!)サ ッパ リ分 カラ ナ カ ッタ ワ ケ デハ ナ イ
①目'ゴー ⑤
こ こで は,サ ッパ リは ① グ ル ー プ の 述 語 句(連 体 修 飾 の た め の うめ こみ
文 の 述語 句 に な って い る)の 否 定 とは 呼 応 して い るが,や は り ⑤ の否 定
.とは 呼応 せ ず1逆 に そ こ か ら 否 定 の作 用 を うけ て,<100%理 解 デ キ ナ カ
ッ タ>と い う解 釈 に 変 更 を与 え られ,<何%力 理解 デ キル トコ ・モ ァ ッ
タ 〉 とい う意 味 に な って い る。
一 方 ,副 詞 ケ ッ シテ は,1-1の 例 文(8)ケ ッシテ ワ カ ッテ イ ナ イ(10)
ケ ッシテ ワ カ ッ タ ワケ デ ハ ナ イ と もに否 定 を包 含 して い る。 そ して,ど ち
らの ぱ あい も否 定 か らの意 味 解 釈 変 更 の作 用 を う けな い 。 サ ッパ リの ば あ
い とおな じ く}
(1α)ヶ ッシ テ分 カ ラ ナ カ ッ タ ワ ケ デハ ナ イ
① ⑤
に して も,ケ ッシ テ の作 用 は ⑤ の述 語 旬 まで 及 ぶ し,⑤ の否 定 の 作 用
が ケ ッシ テ の意 味 解 釈 を変 え て しま うと は言 え な い。
以 上 の こ とを ま とめて み る と,つ ぎ の よ うに な る。 す な わ ち,副 詞 サ ッ
パ リは,
1)④ ・② の否 定 を包 含 す る。
2〉 ⑤ とで は否 定 の作 用 を うけ る
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ま た,副 詞 ケ ッ シ テ は,
1)① ・② ・⑤ の 否 定 を包 含 す る。
2)① ・② ・⑤ の否 定 の作 用 を うけ な い
とい う特 徴 を それ ぞれ 持 って い る とい うわ け で あ る。
同様 の分 析 に よ っ て,い くつ か の 否 定性 の副 詞 を分 類 して み る とつ ぎ の
よ うに な る。
⑥ の陳 述 的 な部分 に ま で作 用 が及 ぶ 。
含 し,否 定 か らの作 用 は受 け な い。 た だ し,⑥ の ～ マ イ と し
か 共起 しな い。
例:ユ メユ メ
この よ うに,同 じ否 定 性 の 副詞 で も,そ のそ れ ぞれ が 呼 応 す る 「否 定,
の種 類 は 同 一 で は な い。 した が っ て,日 本 語教 育 で こ れ ら の副詞 を扱 う際
に は,単 に動 詞 類 の 否 定形 とだ け結 び つ けて 導 入 ・練 習 す る の で は な く,
呼 応 す る あ らゆ る種 類 の述 語 句 の 「否 定 」 との 関係 が習 得 で き る よ うに配
慮 しな けれ ば な らな い の で あ る。
2ぞ 「ハ」 との 呼応











① ～③ の否 定 を包 含 す る
④ ・⑤ の否定 の作 用 を 受 け る.
カ ラ キ シ ・サ ッパ リ ・チ ッ トモ ・ヒ トツモ
① ～④ まで否 定 を包 含 す る
⑤.の 否 定 の作 用 を 受 け る
少 シモ ・チ ッ トモ.・ゼ ンゼ ン ・ トウテ イ
④ ～⑤ の否 定 を包 含 す る
① ～⑤ の否定 の作 用 を受 け ない一目
ケ ッ シテ ・ドウモ ・サ ラサ ラ ・ベ ツ ニ ・別 段 ・毛 頭
した が って,否 定 を包
6)本 稿 での(ま)・(ii)・(翰 ・(iv)の 番 号 は,公 開 講 座 中 に 配 布 した しジ ュメ で は
そ れ ぞ れ(IV〉 ・(V)・(VI〉 ・(VII)と 対 応 す る。
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定 」 の呼 応 で あ る。 否 定 文 にお け る対 照 ハ の機 詣 は,否 定 され る対 象 を明
示 す る こ とに よ って そ の文構 成 成 分 の表 す 意 味 とは別 な意 味便 域 の存 在 を
暗 示 す る こ とで あ る。 た とえ ば,
太 郎 ハ 次 郎 ニハ 英 語 ノ雑 誌 ヲァ ゲ ナ カ ッ タ
とい う文 で は,ハ の付 加 に よ って,否 定 され る対 象 渉 「次 郎 二」 とい う文
成 分 で あ る こ と,お よび この文 が く太 郎 ガ雑 誌 ヲ与 エ タノハ 次 郎 以 外 ノ ダ
レカ デ ァル 〉 とい う意 味 を持 ち うる こ とが示 され る。』この よ うに対 照 ハ は
否 定文 の解 釈 に とっ て重 要 な機 能 を持 つ が,す ぺ て の文構 成 成 分 に対 照 ハ
が っ け られ る もので も な)㌔ た とえ ば,2-1で 検 討 した否 定 性 の副 詞 には,
対 照 のハ がつ け られ な い。 そ のほ か,ト テモ ・ソ ウ トウ ・ズ ッ ト(比較)・
キ ワ メ テ ・モ チ ロ ン ・ア イ ニ ク ・オ ソ ラ ク な どの程 度 の副 詞や 評 価 の副 詞
もそ うで あ る。 また,様 態 の 副詞 の な か で特 定 の動 詞 の意 味 と密 接 に結 び
つ い て い る も の は,や は り対 照ハ を づ け られ な い。 た とえ ば,ゴ ロ ゴ ロ
(寝ル)・ ズル ズル(ス ス ル)な どで あ る!。
対 照 のハ がひ とっ の文 にふ た つ以 上 あ る ぱ あ い の解 釈 も間題 で あ る。 た
.とえ ば,
彼 ハ ソノ 事 ハ ハ ッキ リ トハ言 ッテハ イ ナイ とい う文 で は,ど れ が提 題 の
ハ か,ど れ が対 照 のハ か 決 定 で きな い と解 釈 が下 せ な い。 しか も,こ の文
が成 立 しな い文 で あ る と は思 え な い とこ ろ か ら,こ の よ うにハ が重 複 して
起 こ る現 象 に は,文 レベ ル の文 法 で はな く文 章 レベ ル の文 法 が必 要 にな っ
て くる もの と思 わ れ る。
こ の よ うに・対 照 のハ の 付加 は,文 の 意味 の解 釈 に と って重 要 で かづ む
ず か しい周 題 を含 む もの で あ る。日本語 教 育 で は,否 定 文生 成 の練 習 の 際,
どこ に対 照 のハ をつ ける か,あ る い は述 語 句 だ け を否 定形 に して それ よ り
ま え の文 成 分 に は 対 照 ハ をつ けな い で い い の か ど うか に っ い て,・「何 が 否
定 され,そ の結 果 何 が 暗示 され る か」 と い う観 点 か ら検 討 を くわ え る必 要
が あ る と思、わ れ るD
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3.お わ りに
以 上,「 否 定 」 とい う現 象 につ い て さま ざま な 問題 を 指 摘 して き た 魁
長 後 にふ た つ の 「否 定 」 に関 す る学 生 の誤文 例 を あ げ て しめ く く りに レた
い。 例 文(11)は 中 国人,例 文(12)は ア メ リカ人 の,そ れ ぞ 訓 中級 後 半 程
度 の学 生 の も ので ある。
(11)私 は弟 が病 気 な の で見 舞 に い き ませ ん で した ・
(重2〉 友 だ ちは もち ろ ん 自分 の誕生 目 に プ レン トを も ら うた め に(相 手
ニ フ。レゼ ン・トヲ)買 い ませ んで した 。
この ふ た っ は それ ぞれ,く 弟 ガ病 気 ダ カ ラ見 舞 イ 満 イ カ ナ カ ッ タ ノ デ ハ ナ
イ>,く 友 ダチ ハ オ返 シ ガ ホ シ クテ 相 手 ニ プ レゼ ン トヲ シ タ ワ ケ デ ハ ナ イ 〉
とい う意 味 で あ る こ とが文 脈 全 体 か らあ き らか で ある。 この よ うに 一ノ デ
ハ ナイ ・～ ワ ケデ ハ ナ イ とい うタ イ プ の 「否 定 」 が つ くれ な い学 生 はか な
り多 い。.このふ たつ の誤 用例 は,中 上 級 にお け る否 定 文 生 成 の む ず か しさ
を よ く蓑 す もの だ と思 われ る7)。 一 般 に,目 本 語 教 育 の 現 揚 で は ・ 否 定 文
は肯 定文 に従 属 した形(つ ま り肯 定 文 の否 定 変形)と して 扱 われ る こ とが 多
い よ うで あ る が,上 記 の よ うな誤 文 例 を減 らす た め に は・ 「否 定 」 とい う
現 象 を 「肯 定+ナ イ 」 とい う 形 式 か ら だけ で な く,「 否 定 され る もの の 内
容 」 とい う観 点 か ら独 自 に と りあ げて い く必 要 が あ る と思 わ れ る。 本 稿 で
は,そ の た め に必 要 とな る 「否 定 」 自体 の 分析 に 関 して若 干 の問題 を指 摘
した にす ぎ な い 。具 体 的 な教 授 法 につ い て は,今 後研 究 を進 めて い き たい
と考 えて い る。
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